
下
川
和
夫
教
授

経
歴
及
び
研
究
業
績

経

歴

一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
年
）
長
崎
県
佐
世
保
市
生
ま
れ

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）
長
崎
県
立
佐
世
保
北
高
等
学
校

卒
業

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
年
）
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部

中
退

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）
明
治
大
学
文
学
部
史
学
地
理
学
科
地
理
学
専
攻

卒
業

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
博
士
課
程

満
期
退
学

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
〜
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）

明
治
大
学
・
非
常
勤
講
師

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
・
専
任
講
師

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
・
助
教
授

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）

札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
・
教
授

一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）

札
幌
大
学
文
化
学
部
・
教
授

下川和夫教授 経歴及び研究業績13



研

究

活

動

著
書
・
著
作

「
切
り
崩
さ
れ
る
火
山
島

利
尻
山
」（
単
）

小
泉
武
栄
編
『
日
本
の
山
』
朝
倉
書
店
所
収
、
八－

一
一

二
〇
一
二
年
五
月

「
北
日
本
の
風
土
と
倉－

倉
か
ら
み
た
自
然
と
人
の
か
か
わ
り
」（
単
）

『
文
化
っ
て
何
？
』
札
幌
大
学
公
開
講
座
運
営
員
会
所
収
、
八
二－

一
一
〇

二
〇
一
〇
年

「
積
雪
の
地
形
作
用
」（
単
）

『
山
に
学
ぶ
―
歩
い
て
観
て
考
え
る
山
の
自
然
』
小
疇
尚
研
究
室
編
、
古
今
書
院
所

収
、
六
一
、
六
六－

六
七

二
〇
〇
五
年
五
月

「
飯
豊
・
朝
日
山
地－

多
雪
環
境
に
支
配
さ
れ
た
地
形
」（
単
）

『
日
本
の
地
形
三

東
北
』
小
池
一
之
ほ
か
編
、
東
京
大
学
出
版
会
所
収
、
二
八
二

－
七

二
〇
〇
五
年
二
月

「
雪
と
地
形
」（
単
）

『
只
見
町
史

第
一
巻

通
史
編
一
』
只
見
町
史
編
さ
ん
室
編
所
収
、
四
七－

六
〇

二
〇
〇
四
年

「
天
塩
山
地
」（
単
）

『
日
本
の
地
形
二

北
海
道
』
貝
塚
爽
平
ほ
か
編
、
東
京
大
学
出
版
会
所
収
、
二
二

一－

五

二
〇
〇
三
年

『
地
生
態
学
方
法
論
』（
共
）

古
今
書
院

二
〇
〇
二
年
二
月

『
雪
と
氷
の
自
然
観
察
』（
共
編
）

平
凡
社

二
〇
〇
一
年
一
二
月

比較文化論叢３１ 14



「
越
後
山
脈
と
帝
釈
山
地
」（
共
）

貝
塚
爽
平
ほ
か
編
『
日
本
の
地
形
四

関
東
・
伊
豆
小
笠
原
』
東
大
出
版
会

二
〇
〇
〇
年
一
一
月

『
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
七
七
地
形
と
地
質
』（
共
）

北
海
道
新
聞
社

一
九
九
七
年
六
月

『
世
界
の
山
や
ま

全
二
巻
』（
共
）

古
今
書
院

一
九
九
五
年
九
月

『
伊
達
市
史
』（
共
）

伊
達
市
史
編
集
委
員
会

一
九
九
四
年
九
月

『
日
本
の
自
然
四
中
部
地
方
』（
共
）

岩
波
書
店

一
九
九
四
年
九
月

『
妹
背
牛
町
百
年
史
』（
共
）

妹
背
牛
町
百
年
史
編
集
専
門
委
員
会

一
九
九
三
年
一
一
月

『
山
の
自
然
学
入
門
』（
共
）

古
今
書
院

一
九
九
二
年
九
月

『
西
岡
百
年
史
』（
共
）

西
岡
開
基
百
年
史
編
集
委
員
会

一
九
九
一
年
三
月

『
日
本
地
名
大
辞
典

二
〇
長
野
県
』（
共
）

角
川
書
店

一
九
九
〇
年
二
月

『
指
標
生
物
』（
共
）

思
索
社

一
九
八
五
年
一
二
月

学
術
論
文

「
越
後
平
野
の
水
倉－

伝
統
的
防
水
建
築
の
再
考－

」札
幌
大
学
総
合
論
叢
、
三
六
、
四
三－

七
六

二
〇
一
三
年
一
二
月

「
増
毛
山
地
南
部
・
樺
戸
山
地
の
グ
ラ
イ
ド
地
形
」（
単
）

比
較
文
化
論
叢
九
、
二
三－

四
二

二
〇
〇
二
年
三
月

「
富
良
野
盆
地
の
土
地
利
用
と
観
光
」（
単
）

札
幌
大
学
総
合
論
叢
一
三
、
七－

二
三

二
〇
〇
二
年
三
月
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「
飯
豊
・
朝
日
山
地
の
地
形－

東
北
地
方
の
「
多
雪
の
極
」
の
自
然
特
性－

」（
単
）

札
幌
大
学
文
化
学
部
紀
要
『
比
較
文
化
論
叢
』
第
三
号

一
九
九
九
年
三
月

「
天
塩
山
地
の
雪
食
地
形
と
地
質
」（
単
）

札
幌
大
学
文
化
学
部
紀
要
『
比
較
文
化
論
叢
』
第
一
号

一
九
九
八
年
三
月

「
カ
ン
シ
ュ
ン
谷
の
一
、
二
の
地
形
に
つ
い
て
」（
単
）『

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
・
カ
ン
シ
ュ
ン
谷
周
辺
の
地
形
』
所
収

明
治
大
学
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
峰
遠
征
隊
学
術
班

一
九
九
三
年
一
一
月

「
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
島
の
周
氷
河
地
形
」（
共
）
『
一
九
九
〇－

九
二
年
度
科
学
研
究
費
国
際
学
術
研
究
成
果
報
告
書
』
所
収

一
九
九
三
年
一
一
月

「
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
東
面
の
氷
河
地
形
」（
共
）

『
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
・
カ
ン
シ
ュ
ン
谷
周
辺
の
地
形
』
所
収

明
治
大
学
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
峰
遠
征
隊
学
術
班

一
九
九
三
年
一
一
月

「
北
海
道
中
西
部
・
砂
川
低
地
帯
北
部
の
偏
形
樹
と
風
系
」（
単
）

『
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
二
二
号

一
九
九
三
年
九
月

「
寡
雪
地
域
の
雪
害－

関
東
地
方
に
お
け
る
冠
雪
害
の
一
事
例－

」（
共
）

『
地
域
・
情
報
・
文
化
』
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
創
立
二
五
周
年
記
念
論
文
集

一
九
九
三
年
三
月

「
札
幌
近
郊
山
地
に
お
け
る
積
雪
の
作
用

一－

中
山
峠
周
辺
の
積
雪
環
境
と
樹
木
の
根
曲
り
現
象
」（
共
）

『
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
二
一
号

一
九
九
三
年
三
月

「
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
東
面
の
氷
河
地
形
」（
共
）

『
駿
台
史
学
』
八
七
号

一
九
九
三
年
二
月
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G
eom

orphologicalR
sults

of
the

Japanese
E

xpedition
to

Svalbard

（
共
）.M

ountain
R

es.and
D

evelopm
ent

11−3
1992.8

「
ア
ル
プ
ス
の
自
然
地
理
」（
単
）

日
本
自
然
保
護
協
会
編
『Pro−N

atura

自
然
保
護
研
修
報
告
』
所
収

一
九
九
二
年
六
月

「
南
極
半
島
地
域
・
セ
イ
マ
ー
島
と
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ロ
ス
島
の
永
久
凍
土
」（
共
）

『
地
理
学
評
論
』
第
六
五
巻
二
号

一
九
九
二
年
二
月

Perm
afrost

O
ccurrence

of
Seym

our
Island

and
Jam

es
R

oss
Island,A

ntarctic
Peninsula

R
egion

（
共
）

in

『R
ecent

Progress
in

A
ntarctic

E
arth

Science

』

Y
osida,Y

.ed.,T
errapub

1992

「
ス
バ
ル
バ
ー
ル
諸
島
・
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
島
の
雪
崩
堆
積
物
」（
単
）

『
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
一
七
号

一
九
九
一
年
二
月

A
n

O
utline

of
T

he
G

eom
orphologicalE

xpedition
to

Svalbard,1988−1989

（
共
著
）

in

『T
he

Japanese
Scientific

E
xpedition

to
Svalbard,1983−88

』

T
atsum

i,T
.ed.,kyoiR

usha
1990.3

「
多
摩
川
上
流
山
地
の
積
雪
と
融
雪
に
関
す
る
研
究
」（
単
）

『
多
摩
川
環
境
調
査
助
成
集
』
第
一
一
号

一
九
八
九
年
一
〇
月

「
積
雪
の
移
動
に
よ
る
植
生
破
壊
と
侵
食
に
つ
い
て
」（
単
）

『
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
一
三
号

一
九
八
九
年
二
月

下川和夫教授 経歴及び研究業績17



「
多
雪
景
観
の
分
布
か
ら
み
た
東
北
日
本
の
自
然
領
域
区
分
」（
単
）

『
札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
一
二
号

一
九
八
八
年
九
月

「
自
然
景
観
資
源
調
査
基
本
調
査
」（
共
）

『
環
境
庁
自
然
保
護
局
』

一
九
八
八
年
三
月

「
東
コ
ン
ロ
ン
山
脈
、
カ
カ
サ
イ
ジ
モ
ン
カ
山
の
地
形
と
植
生
」（
共
）

『
駿
台
史
学
』
七
二
号

一
九
八
七
年
一
二
月

「
立
科
町
八
子
ケ
峰
自
然
環
境
調
査
報
告
書
」（
共
）『
長
野
県
立
科
町
』

一
九
八
四
年
一
二
月

「
日
本
の
多
雪
山
地
の
環
境
」（
単
）

『
山
岳
』
第
七
八
年

一
九
八
三
年
一
二
月

「
破
損
木
を
指
標
と
し
た
谷
川
連
峰
の
雪
崩
の
研
究
」（
単
）

『
雪
氷
』
四
五
巻
三
号

一
九
八
三
年
九
月

「
雪
崩
の
つ
く
る
地
形
」（
単
）

『
地
理
』
二
七
巻
四
号

一
九
八
二
年
四
月

「
野
辺
山
原
の
地
形
と
そ
の
形
成
過
程
」（
共
）

『
報
告
・
野
辺
山
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
一
九
八
一
』
所
収

一
九
八
二
年
三
月

「
新
潟
県
土
地
保
全
基
本
調
査
」（
共
）

『
国
土
庁
』

一
九
八
二
年
二
月

「
ア
バ
ラ
ン
チ
・
シ
ュ
ー
ト
に
お
け
る
雪
崩
侵
食
量
の
調
査
」（
単
）

『
雪
氷
』
四
三
巻
四
号

一
九
八
一
年
一
二
月

「
積
雪
の
作
用
に
関
す
る
諸
研
究
」（
単
）

『
駿
台
史
学
』
五
〇
号

一
九
八
〇
年
九
月

「
只
見
川
上
流
域
の
雪
崩
地
形
」（
単
）

『
地
理
学
評
論
』
五
三
巻
三
号

一
九
八
〇
年
三
月

「
氷
河
堆
積
物
中
の
石
英
砂
粒
表
面
組
織
」（
共
）
『
明
治
大
学
人
文
学
科
研
究
所
紀
要
』
第
一
七
号

一
九
七
八
年
三
月
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「
酒
匂
川
上
流
山
村
に
お
け
る
災
害
と
ダ
ム
建
設
の
影
響
」（
共
）

『
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
一
一
号

一
九
七
三
年
三
月

学
会
発
表
等

「
南
ア
ル
プ
ス
林
道
の
道
路
法
面
の
崩
壊
」（
共
）

日
本
地
理
学
会
一
九
九
八
年
度
秋
季
学
術
大
会
（
於
・
北
海
道
大
学
）

一
九
九
八
年
九
月

「
雪
食
作
用
と
地
形－

日
本
と
北
欧
の
比
較－

」（
単
）日

本
雪
氷
学
会
一
九
九
三
年
度
雪
氷
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
於
・
新
潟
県
能
生
町
）

雪
氷
、
五
五－

三

一
九
九
三
年
六
月

PeriglacialFeatures
on

Jam
es

R
oss

Island,A
ntarctic

Peninsula
R

egion

（
共
）

国
立
極
地
研
究
所
一
九
九
二
年
度
南
極
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
於
・
東
京
）

一
九
九
二
年
一
一
月

「
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
東
面
の
氷
河
地
形
」（
共
）

日
本
地
理
学
会
一
九
九
二
年
度
春
季
学
術
大
会
（
於
・
中
央
大
学
）

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
四
一

一
九
九
二
年
四
月

Perm
afrost

O
ccurrence

at
Ice−free

G
round

in
Jam

es
R

oss
Island,A

ntarcticPeninsula
A

rea

（
共
）

国
立
極
地
研
究
所
一
九
九
〇
年
度
南
極
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
於
・
東
京
）

一
九
九
〇
年
一
一
月
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「
南
極
半
島
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ロ
ス
島
の
永
久
凍
土
調
査
報
告
」（
共
）

日
本
雪
氷
学
会
一
九
九
〇
年
度
全
国
大
会
（
於
・
新
潟
県
十
日
町
）

一
九
九
〇
年
一
〇
月

「
南
極
半
島
の
凍
土
現
象
」（
共
）

日
本
地
理
学
会
一
九
九
〇
年
度
秋
季
学
術
大
会
（
於
・
上
越
教
育
大
学
）

一
九
九
〇
年
一
〇
月

「
南
極
半
島
の
自
然
と
人
」（
単
）

北
海
道
地
理
学
会
一
九
九
〇
年
度
春
季
大
会
（
於
・
札
幌
市
）
一
九
九
〇
年
二
月

「
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
島
・
ラ
イ
ン
ダ
ー
レ
ン
のavalanche
boulder

tongue

に
つ
い
て
」（
共
）

日
本
地
理
学
会
一
九
八
九
年
度
春
季
学
術
大
会
（
於
・
東
京
学
芸
大
学
）

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
、
三
五

一
九
八
九
年
四
月

「
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
島
・
ラ
イ
ン
ダ
ー
レ
ン
の
ピ
ン
ゴ
と
季
節
的
凍
結
丘
」（
共
著
）

日
本
地
理
学
会
一
九
八
九
年
度
春
季
学
術
大
会
（
於
・
東
京
学
芸
大
学
）

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
、
三
五

一
九
八
九
年
四
月

「
北
海
道
に
お
け
る
雪
食
作
用
研
究
の
現
状
と
課
題
」（
単
）

北
海
道
地
理
学
会
一
九
八
八
年
度
春
季
大
会
（
於
・
札
幌
市
）一

九
八
八
年
六
月

「
埼
玉
県
西
部
山
地
に
お
け
る
八
一
年
三
月
の
冠
雪
害
に
つ
い
て
」（
共
）

日
本
地
理
学
会
一
九
八
六
年
秋
季
学
術
大
会
（
於
・
九
州
大
学
）

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
、
三
二

一
九
八
七
年
一
〇
月
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「
多
雪
景
観
か
ら
み
た
東
北
日
本
の
自
然
領
域
区
分
」（
単
）

日
本
地
理
学
会
一
九
八
六
年
度
秋
季
学
術
大
会
（
於
・
三
重
大
学
）

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
、
三
〇

一
九
八
六
年
九
月

「
東
コ
ン
ロ
ン
山
脈
、
カ
カ
サ
イ
ジ
モ
ン
カ
山
の
地
形
」（
共
）

日
本
地
理
学
会

一
九
八
六
年
秋
季
学
術
大
会
（
於
・
三
重
大
学
）

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
、
三
〇

一
九
八
六
年
九
月

「
ス
バ
ル
バ
ー
ル
諸
島
の
地
形
研
究
」（
単
）

日
本
地
理
学
会
一
九
八
六
年
度
春
季
学
術
大
会
（
於
・
埼
玉
大
学
）

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
、
二
九

一
九
八
六
年
四
月

「
花
粉
分
析
か
ら
み
た
鬼
怒
沼
湿
原
の
環
境
変
邉
」（
共
）

日
本
第
四
紀
学
会
一
九
八
三
年
度
大
会
（
於
・
静
岡
市
）

日
本
第
四
紀
学
会
講
演
要
旨
集
、
一
三

一
九
八
三
年
八
月

「
植
物
指
標
に
よ
る
谷
川
連
峰
の
雪
崩
の
調
査
」（
単
）日

本
地
理
学
会
一
九
八
二
年
度
秋
季
学
術
大
会
（
於
・
北
海
道
大
学
）

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
、
二
二

一
九
八
二
年
一
〇
月

「
越
後
山
地
・
御
神
楽
岳
に
お
け
る
雪
崩
侵
食
量
の
測
定
」（
単
）

日
本
地
理
学
会
一
九
八
一
年
度
秋
季
学
術
大
会
（
於
・
関
西
学
院
大
学
）

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
、
二
〇

一
九
八
一
年
一
一
月
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「
越
後
山
地
の
ア
バ
ラ
ン
チ
・
シ
ュ
ー
ト
に
お
け
る
雪
崩
侵
食
量
の
測
定
」（
単
）

日
本
雪
氷
学
会
昭
和
五
六
年
度
秋
季
大
会
（
於
・
新
潟
市
）
一
九
八
一
年
一
〇
月

「
谷
川
連
峰
に
お
け
る
自
然
景
観
の
地
生
態
学
的
研
究
」（
単
）

日
本
地
理
学
会
一
九
八
〇
年
度
春
季
学
術
大
会
（
於
・
立
正
大
学
）

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
、
一
八

一
九
八
〇
年
四
月

「
只
見
地
方
の
雪
崩
地
形
」（
単
）

日
本
雪
氷
学
会
昭
和
五
一
年
度
秋
季
大
会
（
於
・
仙
台
市
）
一
九
七
六
年
一
一
月

「
只
見
川
流
域
の
雪
崩
地
形
」（
単
）

日
本
地
理
学
会
一
九
七
四
年
度
秋
季
学
術
大
会
（
於
・
富
山
大
学
）

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
、
七

一
九
七
四
年
一
〇
月

そ
の
他
の
業
績

「
利
尻
富
士
�
登
山
�
を
強
い
ら
れ
た
氷
期
の
名
残
の
高
山
植
物
た
ち
」（
単
）

『
花
の
百
名
山
二

礼
文
岳
・
利
尻
山
・
暑
寒
別
岳
』
朝
日
新
聞
社
、
一
八
頁

二
〇
〇
四
年

「
湿
原
に
見
ら
れ
る
丸
い
地
塘
の
謎
」（
単
）

『
花
の
百
名
山
二

礼
文
岳
・
利
尻
山
・
暑
寒
別
岳
』
朝
日
新
聞
社
、
二
八
頁

二
〇
〇
四
年

「
雪
を
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」（
単
）

自
然
保
護
、
四
七
一
、
二
七－

三
〇

二
〇
〇
三
年

「
書
評
清
水
長
正
編
『
百
名
山
の
自
然
学
東
日
本
編
・
西
日
本
編
』（
単
）

地
図
ニ
ュ
ー
ス
、
三
六
二
号
、
三
〇
頁

二
〇
〇
二
年
一
二
月
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「
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
・
エ
ベ
レ
ス
ト
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
地
域
（
ネ
パ
ー
ル
）」

明
治
大
学

二
〇
〇
二
年
一
〇
月

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
自
然
と
人

一
〜
三
」（
単
）
『
地
理
教
育
研
究
会
会
報
』
三
一
二
、
三
一
三
、
三
一
五
号
（
三
回
連
載
）

一
九
九
五
年
七
月

「
ヘ
イ
マ
エ
イ
島－

人
と
火
山
の
戦
い
の
跡
を
訪
ね
て
」（
単
）

『
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
』
八
号

八
三－

九
七

一
九
九
三
年
五
月

「
南
極
紀
行
」（
単
）

『
北
海
道
地
理
』
第
六
四
、
三
七－

三
九

一
九
九
〇
年
四
月

「
天
か
ら
の
贈
り
物
・
雪
」（
単
）

『
自
然
保
護
』
第
三
三
二
号

一
九
九
〇
年
一
月

海
外
学
術
調
査

「
ス
ロ
バ
キ
ア
・
タ
ト
ラ
山
地
」

個
人

二
〇
〇
四
年
八
〜
九
月

「
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
・
カ
リ
ガ
ン
ダ
キ
渓
谷
」

明
治
大
学

二
〇
〇
三
年
三
〜
四
月

「
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ロ
ー
ツ
ェ
峰
・
ム
ス
タ
ン
」明

治
大
学

二
〇
〇
二
年
一
〇
〜
一
一
月

「
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
（
中
国
）」

中
国
長
城
学
会

一
九
九
六
年
一
〇
月

「
ア
ン
デ
ス
山
脈
・
南
極
半
島
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
チ
リ
・
ボ
リ
ビ
ア
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・
南
極
）」

札
幌
大
学
国
外
留
学
研
修

一
九
九
四
年
四
月
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「
北
極
圏
・
ス
バ
ル
バ
ー
ル
諸
島
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
」

文
部
省
国
際
学
術
研
究

一
九
九
二
年
七
月

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
（
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）」

日
本
自
然
保
護
協
会

一
九
九
一
年
九
月

「
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
峰
（
エ
ベ
レ
ス
ト
）（
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
）」

明
治
大
学

一
九
九
一
年
三
月

「
南
極
半
島
・
マ
ラ
ン
ビ
オ
島
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ロ
ス
島
ほ
か
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
チ
リ
・
南
極
）」

文
部
省
国
際
学
術
研
究

一
九
八
九
年
一
一
月

「
北
極
圏
・
ス
バ
ル
バ
ー
ル
諸
島
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）」
教
育
社

一
九
八
八
年
六
月

「
東
コ
ン
ロ
ン
山
脈
・
カ
カ
サ
イ
ジ
モ
ン
カ
山
（
中
国
青
海
省
）」

日
本
山
岳
会

一
九
八
五
年
七
月

社

会

活

動

社
会
人
学
習

日
本
自
然
保
護
協
会
・
自
然
観
察
指
導
員
研
修
会
講
師

於：

群
馬
県
戸
倉

一
九
八
一
年
三
月
七
〜
八
日

日
本
自
然
保
護
協
会
・
自
然
観
察
指
導
員
研
修
会
講
師

於：

長
野
県
戸
隠

一
九
八
四
年
三
月
二
四
〜
二
五
日

日
本
自
然
保
護
協
会
・
自
然
観
察
指
導
員
研
修
会
講
師

於：

島
根
県
三
瓶
山

一
九
八
五
年
二
月
九
〜
一
一
日
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日
本
自
然
保
護
協
会
・
自
然
観
察
指
導
員
研
修
会
講
師

於：

栃
木
県
日
光

一
九
八
五
年
三
月
二
〜
三
日

日
本
自
然
保
護
協
会
・
自
然
観
察
指
導
員
研
修
会
講
師

於：

宮
城
県
花
山

一
九
八
六
年
二
月
一
五
〜
一
六
日

日
本
自
然
保
護
協
会
・
自
然
観
察
指
導
員
研
修
会
講
師

於：

青
森
県
八
甲
田
山

一
九
八
七
年
三
月
七
〜
八
日

日
本
自
然
保
護
協
会
・
自
然
観
察
指
導
員
研
修
会
講
師

於：

長
野
県
白
馬

一
九
八
八
年
三
月
五
〜
六
日

日
本
自
然
保
護
協
会
・
自
然
観
察
指
導
員
研
修
会
講
師

於：

福
島
県
裏
磐
梯

一
九
八
九
年
三
月
二
五
〜
二
六
日

日
本
自
然
保
護
協
会
・
自
然
観
察
指
導
員
研
修
会
講
師

於：

長
野
県
白
馬

一
九
九
二
年
三
月
一
〜
二
日

日
本
自
然
保
護
協
会
・
自
然
観
察
指
導
員
研
修
会
講
師

於：

島
根
県
三
瓶
山

一
九
九
三
年
二
月
一
二
〜
一
三
日

「
雪
を
楽
し
む
」
苫
小
牧
市
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座
講
演

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
四
日

「
北
日
本
の
風
土
と
倉
」
平
成
二
一
年
度
札
幌
大
学
公
開
講
座
講
演

二
〇
〇
九
年
九
月
一
八
日
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